
令和７年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査に係る伊勢原市結果の分析  

 

伊勢原市教育委員会 

 

児童生徒の体力や運動習慣等に関し、体力・運動能力の向上に関する継続的な検証改善サイクル

の確立を目的として文部科学省「令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」を実施しました 

伊勢原市立小中学校の調査結果の概要をお知らせします。 

 

【調査日時】 令和７年４月から７月末までの期間で学校ごとに実施 

【調査対象学年】 市内全小学校５年生 約６３０人 市内全中学校２年生 約６１０人 （悉皆調査） 

【調査内容】 ○体格（身長・体重） 

○新体力テスト 

             握力・上体起こし・長座体前屈・反復横とび・持久走（中学のみ）２０ｍシャトルラン・５０ｍ走 

立ち幅とび・ソフトボール投げ（小学校のみ）・ハンドボール投げ（中学校のみ） 

＊中学校においては持久走、２０ｍシャトルランのどちらかを選択。令和７年度は２０ｍシャ 

トルランを全校が実施した。 

○運動習慣、生活習慣に関する調査 

 

１ 新体力テストの結果から 

全国及び神奈川県の平均値と比較して、小学校では男子が長座体前屈、５０ｍ走で上回り、その 

他の種目はやや下回る結果となりました。中学校では、男女ともに握力、上体起こし、長座体前屈、 

反復横とび、立ち幅とびの５種目と体力合計点で上回る結果となりました。 

令和６年度の市の結果と比較すると、小学校では、男女ともに多くの種目で下回り、中学校では、 

男子は多くの種目で下回った一方、女子は上回った種目が多いという結果でした。 
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＊５０ｍ走においては全国の平均値から市の平均値を引いた値 
＊体力合計点：８種目の成績を得点化（各10点満点）して合計した得点（80点満点） 

 

体力合計点の経年変化として、毎年度、少しの上下動はありますが、おおむね同水準を保ってい 

ます。 
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２ 運動習慣、生活習慣に関する調査の結果から 

＊各グラフの数値は、「あてはまる」「ややあてはまる」と回答した児童生徒の割合を示します。 

 

（１）児童生徒の運動に対する意識に関して 

「運動やスポーツが好きだ」と回答している児童生徒の割合は、全国と比較して小・中学校とも 

に大きな差はありませんでした。 

引き続き、児童生徒が運動（する・見る・支える・調べる）の楽しさや意義を共有し、体力の向上や 

健康の保持増進に対する意識が高まるよう学校・家庭・地域で協力していくことが大切です。 

 

 
 

（２）児童生徒の体育、保健体育の授業に対する受け止め方に関して 

令和７年度は、授業において「できた。わかった。」と実感できた児童生徒の割合が全国と比較す 

ると少し低い結果となりました。体育、保健体育の授業における「学習目標が示されている」「学習 

の振り返りを行っている」「グループ等で話し合う活動を行っている」等の取組は、児童生徒の学習 

を深め、運動の楽しさをより味わうことにつながります。学習目標が明確になることで学習内容の 

理解が深まり、児童生徒同士の学び合いもねらいに迫る具体的な取組となります。また、ＩＣＴ（一人 

一台端末）の効果的な活用（どの場面でどのように活用するか）等については、特に中学校におい 

てさらなる検証、検討を進める必要があります。 
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（３）児童生徒の生活習慣に関して 

体力の維持・向上とともに規則正しい健康的な生活を送ることが大切です。「朝食を毎日食べる」

と回答した児童生徒の割合が全国と比較すると低い結果となりました。特に、小学校女子、中学校

男女においては、おおよそ４人に１人が朝食を毎日は食べていないという結果となりました。また、中

学校では「毎日８時間以上寝ている」と回答している生徒の割合は、全国と比較して下回りました。

さらに、テレビやスマートフォン等の画面を平日に３時間以上見ている児童生徒の割合は、小・中学

校ともに全国より高い状況でした。睡眠時間の確保とあわせてスマートフォン等の使用について、家

庭での生活習慣の見直しが大切です。 
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（４）運動やスポーツをする機会に関して 

「自主的に運動やスポーツをする時間を持ちたいと思う」と回答した児童生徒の割合は、全国と 

比較して小学校は男女ともに大きな差はありませんでした。中学校では、女子が全国と比較して下 

回る結果となりました。 

  運動やスポーツへの興味、関心は個人差があるといえますが、児童生徒が将来にわたって健康 

的な生活を送ることができるよう、引き続き、学校、家庭、地域で協力し、運動やスポーツをする機 

会を継続的に設けていくことが大切です。 
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３ 児童生徒の運動習慣を確立するための取組 

子どもたちの体力・運動能力の向上、運動習慣の確立、生活習慣の改善を図るために、次の点 

に心がけ、取り組む必要があります。 

 

○家庭では、子どもと一緒に運動をする機会を増やしましょう。 

・家族で様々なスポーツを見たり、スポーツの話題に触れたりしましょう。 

・家族でスポーツ体験をしたり、海や山など自然の中で活動したりしましょう。 

・家事など積極的に家の手伝いをしたり、登下校や階段の上り下りなどの際に早足で歩いたりす 

るなど、日常の生活のなかで意識して体を動かしましょう。 

・早寝・早起き・朝ごはんなど、規則正しい生活習慣も心がけましょう。 

 

○学校では、運動の楽しさや意義を実感できるような取組を推進しましょう。 

・体育、保健体育の授業において、助け合いや話し合いなどの活動を通じて、児童生徒が運動の 

楽しさを実感し、「できた。わかった。」が体感できるような工夫をしましょう。 

・「だれでも、いつでも、どこでも」できる伊勢原市オリジナル「すこやかリズム体操」(※１)を活用 

するなど、運動習慣のきっかけづくりをしましょう。 

  ・睡眠時間の確保やスマートフォン等の使用を含む生活習慣の見直し、改善について、児童生徒

が主体的に話しあったり、考えたりする機会を持ち、健康について深く意識できるよう引き続き

支援しましょう。 

☆小学校では、休み時間等で外遊びを奨励しましょう。 

☆中学校では、体力向上や運動習慣の確立に向けて、生徒が取り組んでいる活動を継続してお 

こなうことができるよう支援しましょう。 

 

○伊勢原市教育委員会では、学校及び教職員への支援と情報提供をおこないます 

・神奈川県教育委員会と連携して、指導力向上を図るための研修の充実や 

効果的な指導法に関する情報提供に努めます。 

・本調査の分析については、各学校が家庭や地域へ効果的な発信ができる 

よう情報提供するとともに、各学校における取組の支援に努めます。 

 

 

 （※１ 伊勢原市のHPでご覧になれます。） 
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